
◆ オーディオ信号とビデオ信号を伝送するために特別に設計された光ネットワークシステム
　信号伝送に係わる安全性・伝送遅延・クオリティーなど、プロオーディオや映像業界、放送局などの高い要求を満たすように特別に設計された光通
   信ネットワークシステムです。同時にDMX・RS422などの制御データ・PCデータなどを伝送することもできます。
◆ 極端に短い光伝送遅延 － すべてのポイント間で41.6μs
　この光ネットワーク上にあるすべての機器のポイント間の伝送遅延は、Optocore独自の同期システムにより、その経路にかかわらずすべて41.6μs
   となります。
◆ 光ケーブルを使って伝送するため、超軽量で長距離を安全に伝送
　 普通の2芯光ファイバーケーブルで、1kmの長さでも約5.8kgと非常に軽量です。これに比べ、シールドのないCAT5ケーブルでも1km で約38kg、
    通常の銅線によるマルチケーブルでは48chマルチケーブルで100mにて約97kgにもなります。 マルチモード光ケーブル では、機器間を最大
    700m伝送することができ、オプション仕様のシングルモード光ケーブルでは110km伝送可能となります。
◆ 冗長性を確保するために2重のリング構造配線
　 光ケーブルを2本使ってリング構造の配線をすることで、仮に1本の光ケーブルが断線してももう1本の光ケーブルに瞬時に切り替わり通信回線が
    確保されます。
◆ 高帯域 － 512オーディオチャネルでは1Gbpsの伝送速度が確保され、必要に応じて帯域幅を変更できます。例えば、伝送するオーディオチャネ 
    ル数を減らして、ビデオ信号やデータ通信回線を多くしたりできます。
◆ 1本の光ケーブルにオーディオ信号以外の信号を一緒に伝送可能
　 オーディオ信号のほかに、ビデオ信号・DMX・MIDI信号やEthernet・RS422・RS485に準拠したコントロール信号などを一緒に伝送することがで
    きます。Ethernetを経由して、変換機器に接続することで様々な信号を送ることができます（ビデオ信号、インカム、USB、RS232、CANなど）。
    Optocoreであれば、特に光ケーブル以外に通信用にケーブルを引き回す必要がなくなります。
◆ 拡張性のあるシステム
　 必要に応じて、モジュールを追加していくだけでシステムを拡張していくことが可能となります。
◆ どのユニットもマスター機
　 ネットワーク上にあるすべてのOptocore機器は、マスター機として振るまい、どれかの機器が集中制御するようなことはありません。　集中制御方式
    では、その1台が故障するとネットワーク自体が動作しなくなります。共有のプロトコルで動作しているOptocoreネットワークシステムは、そのうちの
    1台が故障しても他の機器には影響しにくくなっています。
◆ シングルチャンネルマトリックス
　 ネットワーク上にあるOptocoreのすべて機器は、すべてのチャンネルにアクセスすることができ、1つのチャンネルの信号はどのチャンネルにも送るこ
    とができます。
◆ どの機器からでもシステム制御とモニターが可能
　 OptocoreのソフトウェアをインストールしたWindowsPCを接続することで、どの機器からでもシステム全体の監視を行うことができ、設定変更・信
    号レベルの表示・設定の保存/読み込みなどを行うことができます。

◆ Optocoreのユニークな仕様
    ヤマハ製のデジタルコンソールから直接OptocoreのA/Dコンバーターを制御することができます。さらには、このネットワークにEthernetスイッチン
    グハブの機能を追加できます。高品質のWord clock信号を各機器に送ることができ、耐圧AC400Vまでの電源部、2電源方式、温度制御の冷却フ
    ァン搭載など安定動作に必要な機能が搭載されています。
◆ 電気的絶縁
    光ケーブルでの伝送のため、構造上さまざまな電磁エネルギーによる干渉は受けません。光ケーブル固有の技術により、電磁誘導により引き起こされ
    るハムやノイズなどを除去する絶縁耐圧は数百万ボルトにまで達します。さらに、本質的に光ネットワーク上の機器は電気的には完全に絶縁されます。
    CAT5トランスの耐圧は、たったの1500Vです。そのためCAT5トランスが破壊するような環境でも、光ファイバーでの通信は可能となります。
◆ 12年間の技術蓄積
    光ケーブルによるオーディオ信号の伝送に関して、Optocoreはその先駆者として膨大な技術と経験の蓄積があります。

   OPTOCOREは、データ伝送速度1Gbit/sec（512オーディオチャンネル@48kHzまでを伝送可能）の完全同期型光ネットワークシステム
（特許取得済み）で、高品位なデータ伝送が必要とされる業務用SR・放送局・スタジオ・緊急放送システム・映像制作などでの使用を想定して設計
されています。
   できるだけ少ない光ファイバーを使って、伝送による遅延時間を最小にし、かつ伝送にかかわる安全性を最大限に確保するため光ファイバーを2回線別
々に配線する二重のリング構造を採用しています。さらにこのネットワークシステムは、使用する規模に合わせて機器を増設することで簡単に拡張するこ
とができます。
   専用のソフトウェアをインストールしたWindowsPCを接続することにより、ネットワーク上に接続されているどの機器からでも、全システム制御とチャ
ンネルルーティングを行うことができます。
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